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1. 研究目的・背景 

 La5Mo4O16は, ab面はMo4+ (𝑆 = 1)とMo5+ 
(𝑆 = 1/2)からなるMoO6八面体が市松模様状

に擬正方格子を組み, 八面体が a 軸方向に傾
いているため, Mo-O-Mo結合角は a軸方向が
155.5°, b 軸方向が180°となっている。 面間
は非磁性の Mo2O10で繋がっている二次元磁

性体であり, a軸と c軸のなす角が95°の単斜
晶である。Mo イオンのスピンについて c 軸
方向に強いイジング異方性があり, 190K 以
下で面内フェリ磁性, 面間反強磁性となる。
また c 軸方向に 0.5T 以上の磁場を印加する
と面間強磁性となる[1]。このメタ磁性転移に

伴い, 負の磁気抵抗効果を示す[2]。 
 MoO6 八面体が傾いていることにより磁化

の方向は c軸から a軸方向に傾いていると考
えられ, 磁場の印加に対する面内の異方性が
予想される。本研究では, 磁場を a軸, b軸方
向を中心に傾けた方向に印加した際の磁気

抵抗や磁化の測定を行い, Mo イオンのスピ
ンの振る舞いを調べることを目的とした。 
 

2. 研究方法 

 La2MoO6と MoO3を化学量論比で混合し, 純

Mo とともに真空封入して還元することで多結晶

の La5Mo4O16を作製した。得られた多結晶を

用いて Floationg Zone 法を行い La5Mo4O16

の単結晶試料を作製した。超伝導マグネット

を用いて a 軸から角度𝜃(𝜃 = −15~30°)傾け
た方向に磁場を印加し, c 軸方向の磁気抵抗
の測定を行った。また、VSM-SQUIDを用い
て a軸, b軸から角度𝜃(𝜃 = −15~20°)傾けた
方向に磁場を印加した際の磁場方向の磁化

の大きさについて測定を行った。 

 

3. 結果と考察 

 a 軸から角度𝜃の方向に磁場を印加し, c 軸方

向に電流を流して測定した磁気抵抗を図 1 に示

す。𝜃が5°から離れるにつれて負の磁気抵抗を

示す磁場の大きさが小さくなっている。また, メタ

磁性転移が２回起こっていることがわかる。a 軸, 

b 軸から角度𝜃の方向に磁場を印加し, 磁場方

向の磁化についての磁場依存性の測定結果を

図 2 に示す。a 軸方向, b 軸方向ともに, 小さな

磁場で転移が起こるほど転移する際の磁化の変

化が大きいことが分かる。また, 𝜃によっては磁

気抵抗と同様に複数回の転移が観測された。磁

気抵抗, 磁化ともに, 印加磁場の磁化方向成分

のみがメタ磁性転移を支配していると考えられ

る。 

 
図 1 磁場を a 軸から角度θ傾けた際の 

c 軸方向の磁気抵抗(150K) 

 

 
(1)                         (2) 

図 2 (1) 磁場を a 軸((2) b 軸)から角度θ傾けた際の 

磁場方向の磁化の磁場依存性(150K) 
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